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　2018年11月20日，本学保健科学研究院と札幌
市北区との間で，「健康なまちづくりに関する地域連携
協定」を締結いたしました。締結式は本学保健科学研
究院（以下，保健科学研究院）で行われ，札幌市北区
（以下，北区役所）からは村山区長をはじめ，関係部
署の部課長ならびに係長，係員の皆様が出席されま
した。また，本学の教職員のほか多数の院生も出席し，
締結式終了後は北区役所の関係職員の皆様や北区の
健康まちづくりキャラクター「ぽっぴぃ」と交流を図りま
した。
　この協定は，保健科学研究院と北区役所が相互に
連携し，北区における健康なまちづくりを推進するこ
とにより，北区民の健康増進に寄与するとともに，相
互の発展に資することを目的としています。連携事項
には，（1）北区における健康なまちづくりに関するデー
タの収集・分析，施策の企画立案・実施・評価及び
これらの公表に関すること，（2）学生や教員の健康関連
事業への参加協力等，北区の各種関係機関や住民と
の協働によるヘルスプロモーション活動の推進に関す
ること，（3）人材育成及び相互交流に関すること，等
があります。健康に関して，保健科学研究院では全て
の予防レベル，全てのライフステージを対象に研究が
なされ，研究対象も細胞，人，コミュニティ，環境と
多様です。健康に関する研究や実践実績の豊富な保
健科学研究院と，区民の健康や生活のニーズを把握
し第一線で活動をする北区役所が連携を図ることで，
効果的かつ効率的な健康づくり活動を展開できると考
えます。

　「健康なまちづくりに関する地域連携協定」は，昨年
度より実施している保健科学研究院と北区役所との共
同による研究が契機となりました。保健科学研究院で
は介護予防活動における社会参加について研究を推
進したいと考えておりました。一方，北区役所は介護
予防教室のプログラムを効果的なものにしていくため，
参加者のニーズ調査の必要性を感じていました。両者
で協議した結果，保健科学研究院は教員のほか院生
も参画し，北区役所は保健師をはじめ，区内の関係
機関と連携し調査を実施することになりました。本調
査結果は介護予防教室のプログラムの評価や修正を
検討する貴重な資料となり，あわせて，この教室の効
果を量的データとして示すことを可能にしました。この
共同による研究は引き続き行い，介護予防教室参加
者の心身及び社会的状態の変化をみていく予定です。
　「健康なまちづくりに関する地域連携協定」のもう1
つのポイントは，連携会議にて保健科学研究院と北区
役所が北区の健康課題ならびにヘルスプロモーション
活動に向けて協議することです。協議を重ねながら，
「健康なまちづくりに関する地域連携協定」による実践
を展開してくことになります。共に考え，共に実践で
きる関係性と体制をこれからも維持し，ヘルスプロ
モーションに関する研究ならびに実践を積み重ねてい
きたいと考えております。
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　公開講座「ようこそ！ヘルスサイエンスの世界へ」が
2018年11月3日（土，祝日）に，保健科学研究院にお
いて開催されました。札幌市民や教育関係者／研究者
など83名の方にお集まりいただきました。保健科学研

究院の3名の講師が保健科学の視点から講演を行いま
して，質疑応答も相次ぎ，活発な議論となりました。ご
参加いただいた皆様，関係各位に感謝申し上げます。

　画像診断の黎明期（レントゲン博士の時代）は，大雑把な人体の「透視」
を実現しましたが，その後，この「透視」の質や精度が飛躍的に向上，現
在では，肉眼的な臓器解剖の把握にとどまらず，臓器の性状・機能も可
視化できるに至りました。将来，人工知能は，人間の診断能を凌駕し，
テーラーメイド医療に不可欠な情報も可視化すると考えられます。
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1.  最新画像診断技術が拓く医療の未来

　本講座では，高齢ドライバーが起こしやすい違反と事故について，神経
心理学の観点から原因を探りました。高速道路の逆走は約7割が高齢ドラ
イバーによるものといわれています。アルツハイマー型認知症者では，道順
障害に関連する病巣近傍の機能低下を認めるため，逆走原因の一つとし
て，認知症者が道に迷った可能性が考えられました。また，高齢ドライバー
で最も頻度の高い信号機のない交差点での出会い頭事故については，安
全確認の対象が多くなることによるワーキングメモリへの過剰な負荷によっ
て誘発された可能性が考えられました。

生活機能学分野　教授　境　信哉2. 神経心理学からみた高齢者の自動車運転

　加齢に伴う転倒のメカニズムと予防について，最新のリハビリテーショ
ン科学の知見を基に運動学の観点から解説しました。また，転倒予防のた
めの具体的な練習方法や日常生活のヒント，さらに，最新のバランス練習
方法についても紹介しました。専門用語を用いずになるべく分かり易い説
明と，最終講義ということで全体的に疲労感が漂っていたこともあり，時
折ジョークを交えたトークに努めました。参加者の多くは，熱心に話を聴
いて頷いてくれ，講義終了後も質問に立ち寄る方々に囲まれた時は嬉しく
感じました。普段とは世代の大きく違う受講生を前に，貴重な経験が積め
て，関係者の皆様に感謝申し上げます。
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